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活　動　名

関係する学校

こんな
活動です

基
本
デ
ー
タ

活動区分 ※H26年度の実績（補助の有無についてはH27年度の状況）

土曜日の
教育活動

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO
との連携

放課後
子供教室

コーディネーター数 子供の平均
参加人数 年間開催日数 国庫補助 学習支援 ICT活用 企業·NPO

との連携

実　施　場　所 開始年度 放課後児童クラブとの連携

コミュニティ・
スクール

指　定　日 委員数 児童生徒数 学級数

地域・保護者は学校と「共に」子供たちを育てていく応援団

東京都調布市

若葉小学校学校支援地域本部

若葉小学校

　

	学校支援
地域本部

	 コーディネーター数	ボランティア登録数 	 開始年度	 国庫補助	 学習支援	 ICT活用	 企業·NPO
との連携

	 	 1 人	 300 人	 24 年度	 有	 有	 無	 無

　
　

　

活
動
の
概
要
・
経
緯

　子供たちに「より豊かな体験の機会を与えること」を主なねらいとして始まり、現在は以下の４つの教育支援活動を実施し
ている。
○�体験学習プロジェクト：「サマーチャレンジわかば」の実施、昔遊び体験・お茶会の実施
○�学習支援プロジェクト：保護者による読み聞かせの実施、「生活科見学」・「ミシン学習」・「調理実習」における学習支援、教
科学習等のゲストティーチャー
○�環境整備・安全安心プロジェクト：「若葉の杜にホタルを飛ばそう」プロジェクト、畑の環境整備、体育館清掃、下校安全パ
トロール
○�小中連携プロジェクト：四つ葉学校防災協議会の開催・防災への取組、挨拶運動の実施、地域懇談会・小中合同研修会の開催、
夏祭りでの小中合同演奏

■特　　徴
【特徴的な活動内容】
　【サマーチャレンジわかば】：�地域の方・保護者を講師とした夏季休業中の体験学習講座。俳句、書道、お茶、生け花、浴衣着付けなどの伝統

文化やスポーツ、お話会など。 平成24年度から始まり平成27年度は７月下旬に５日間実施し、18種類延べ35講
座、延べ426人の児童が参加した。

　【若葉の杜にホタルを飛ばそう】：�コンクリート池をホタルが生息する池に改造し、ホタルを飼育。毎年６月には「ホタル観賞会」を実施している。
　【四つ葉学校防災協議会】：�調布市立第四中学校、若葉学校地区協議会と連携し四つ葉学校防災協議会を立ち上げ、防災への取組を定期的に実施。

避難所運営マニュアルの作成・検証、防災座談会、防災訓練などを実施している。
【実施に当たっての工夫】
　学校支援地域本部コーディネーターが地域の方や保護者を講師として活用することで、地域の教育力を発揮する場を設けるとともに地域のつ
ながりの強化を図ることができている。地域人材の発掘にも役立っている。

■事業を実施して
　児童や学校の状況・ニーズ等をよく把握し、学校のよき理解者であり、地域に精通している者をコーディネーターとして配置したことにより、
地域・保護者からの行き届いた支援を受けることができ、体験学習や学習支援の内容では、体験の幅が広がり専門的なことを学ぶ機会につな
がっている。また、学校を核とした地域のつながりの強化が図れている。教職員の地域行事への参加も増えた。学校は、地域に支えられ、一方で、
地域に貢献するという双方向の関わり合いによって、「地域に根ざした学校」として開かれた存在になってきている。

■その他
　若葉小学校支援地域本部は学校からのニーズを学校支援地域本部コーディネーターが受け、地域の人材を適確に活用し運営されている。平成
27年度で学校支援地域本部の立ち上げから４年目を迎え、学校支援地域本部と学校支援地域本部コーディネーターの認知度が高まり、教員・保
護者・地域から必要不可欠な存在となっている。今後も「共に」子供たちを育てていく活動を継続し、さらなる推進を図っていく。
■

■ 　

「若葉の杜にホタルを飛ばそう」(理科委員会にて )ホタルの飼育について聞こう。 「サマーチャレンジわかば」(浴衣着付け教室にて )浴衣を着て夏祭りに参加しよう。


